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要旨 

 

1 問題意識 

本論文では、「まちづくり」の活動の展開や活動主体の論理に着目することで、今日に

おける地域社会のあり方や、新たに求められる地域の姿を構想するものである。 

 事例として取り上げるのは、福岡市東区箱崎地域の九州大学跡地をめぐるまちづくり活

動である。九州大学移転と大学跡地を取り上げるのは、地域にとって大きな変化として認

識される出来事であり、それが地域社会の動きを顕在化させるためである。 

以上のような背景から、本論文では跡地の発生や大学の移転という地域の変化を契機に

した「まちづくり」の意識を持った活動の発生を捉える。地域の変化を契機に生まれるま

ちづくり活動がどのような主体から、どのような論理によって生起しているのか、またそ

れらがどのように展開し、広がっていくのかということから、新たな地域社会を形成して

いくための種を見つけだすことを目指す。くわえて、地域社会に何らかの意味を見出し、

それを実現しようとする人々の活動から、今日において地域が持っている意味についてと

らえ直し、またどのような地域を作っていくことが求められるのかを考えていく。 

 

2 先行研究 

これまでコミュニティ政策では、これまで行政が一手に引き受けてきた「公」という概

念を見直す協働の発想（玉野 2007）から住民の行政過程への参加や行政と住民との協働

などが目指され、協議会型住民自治組織の成立などによって一定の成果を上げてきた。一

方で、コミュニティの姿があいまいになっていく「すきま」（吉原 2011）から「まちづく

り」の活動が生まれ、それらは絶えず地域の姿を問い直し、作り直していくものである。

また、地域における共同性やローカル・アイデンティティを再構築していこうという議論

からは、今日において人々の地域的共同性やローカル・アイデンティティは決して所与の

ものではなく、絶えず再構築されていくものであるということを示している。これまでに

ない新しい問題に直面している現代においては、今までにない新しい形の共同性の「創

発」がなされるべきなのであり（山下 2001）、その手がかりとして、「現代の流動化社会

において改めて生の基盤としての『地域』を再定義していこうとする試み」（金善美 

2018）として「まちづくり」の動きを捉えていく必要があるのだ。 

 



3 調査・分析 

箱崎地域や箱崎九大跡地をめぐる「まちづくり」を志向した活動を行っている活動主体

に対して、それぞれの活動主体が行っている活動にフォーカスして、主に活動を始める契

機や活動を行う論理についてクローズアップした聞き取り調査の分析を行った。 

 第 4 章「校区のまちづくり」の活動では、校区の共同の機会の創出や、まちづくりの担

い手を育成・再生産する機能を持つイベントの開催にくわえ、まちづくりルールの作成に

ついては、校区住民を代表する組織として行政の制度による裏付けをもちながら、建築事

業者などに対する建物の建て方などに対してもアプローチを行っている。 

 第 5 章では、商店街の目線から地域の変化を捉え、その変化を契機とした新たな活動の

発生について論じた。商店の減少という形で地域の変化は明確に認識されており、それを

契機に自治会などの住民組織をはじめとする他組織との連帯が模索されている。また、賑

やかな大学町としての「箱崎らしさ」の記憶を残す場所として、また人々が集まれる場所

として博物館を箱崎に残すことを求める活動が生まれていることについても論じた。 

 6 章「地元事業家まちづくり」については、本業とまちづくりとの線引きをなくし、「地

元の企業として、かつ住民として」跡地をめぐるまちづくりに関わる活動は、行政と住

民、事業者が同じテーブルにつくことなく跡地の議論が進んでいくことを問題視し、それ

らが一体となったまちづくりを目指すということが意識されている。このような活動は、

「住民」や「企業」あるいは「事業者」といった枠組みだけではとらえられない、あるべ

きまちの姿、地域の姿に向けた活動それぞれの活動が目指すものや地域にもたらすものを

しっかりと見ていく必要性を示唆している。 

 7 章では、大学跡地で実際に保存利活用がうまくいかなかった建物について記録しイン

ターネット上で発信をすることによって、跡地が「次のまちに生まれ変わるときの一つの

種」を残すという箱崎九大跡地ファン倶楽部の活動や、大学跡地と既存のまちのエリアを

つなぐということが意識されたイベントの事例を通して、リノベーションの理念に共鳴す

る様々な主体が加わっていき、地域内外に活動の輪が広がっていることを論じた。 

 

4 主張と展望 

以上から、はじめは個人的な強い思い入れで始められていたり、またスケールの小さな

動きであったりしても、それに周りの人が連帯するようなかたちで、まちづくりの活動へ

と展開しているような動きに注目していく必要があり、地域をそれらの活動が展開する場



として捉えるべきである。そして、地域という場において、それぞれの主体が展開してい

く活動に対して、他の主体が連帯していきやすい環境をデザインしていくことが求められ

る、と主張している。箱崎九大跡地住民をはじめとして様々な主体の活動、もしくは共同

性を創発する場として、新たな活動が生まれる余白を持たせた利用が行われることが求め

られる。 

 このような地域の捉え方によって、個々の活動主体の視点から解決を目指し、あるべき

地域の姿を実現しようとする活動を創発し、それらの活動が連帯できる地域の仕組みを作

っていくことが、新たに発生する地域の課題に対しても対応できる、持続可能な地域のあ

り方なのではないだろうか。そのような活動の創発と連帯を促すような地域社会の設計こ

そが、今の時代に求められている。 
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